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 要  旨 
本研究では無線マルチホップネットワークの通信性能を向上させるために、複数チャネルを用
いて通信を行うときにチャネルを配置するアルゴリズムである Path Based Assignmentの実験
的評価を行う。 
 今日、無線マルチホップ通信は IEEE802.11 無線 LAN のアドホックモードを用いて通信を行
っており、無線マルチホップ通信そのものの規定がほとんどなく実際に通信を行うには晒し端末
問題、NAVブロッキング、無線の衝突により通信性能の劇的な低下が起こる。その問題を解決す
るために提案されたのが無線チャンネルを複数用いて無線マルチホップ通信を行うということで
ある。 
 しかし、ネットワークの各ノードに対して無制限にネットワークカードを搭載することは困難
であるため一つのノードから出るリンクを無尽蔵に増やすことは不可能であり、無線のチャンネ
ルも有効であるため全てのリンクやノードを違うチャンネルで通信を行うということも不可能で
ある。またチャンネルが近いと干渉する可能性もあるため、より少ないチャンネルで効率よく低
コストで無線マルチホップ通信を行いたい。そこでチャネルを効率よく割り当てるためのチャネ
ル割り当てアルゴリズムが必要になる。 
 そのチャネル割り当てアルゴリズムの一つに、本研究室で提案された Path Based Assignment
が存在する。このアルゴリズムは、それまで一般的だったグラフの色分け問題と違い隣接ノード
の情報とその情報から推測される通信の経路情報のみを用いてチャネル配置を行える。しかしこ
のアルゴリズムはシミュレーション上でしか既存研究で示されたアルゴリズムとの有効性が検証
されていなかった。 
そこで、本研究ではこの Path Based Assignmentを適用した無線メッシュネットワークを作成
し評価実験を行った。本学の体育館を使用し、9 台の端末を 3 台×3 台の正方形に並べマルチホ
ップ通信を行った。比較対象となるアルゴリズムは、Path Based Assignmentが提案される以前
から一般的だったグラフの彩色問題の近似アルゴリズムを用いた。ノードからノードに対し UDP
パケットを通信し、パケットサイズと送信帯域幅を変更することでスループットにどのような影
響が出るか調べつつ 2つのアルゴリズムの評価を行う。 
 
 
